
農家組合員の所得向上  
・農業生産の拡大 

地域の活性化 

・適切なサービス提供 

ファーマーズマーケット「う宮～な」施設の充実 

ＪＡふじのみやは、「農家組合員の所得向上」と

「地域社会への適切なサービス提供」に全力を尽

くしてまいります。「組合員に必要とされるＪ

Ａ」を目指し、今後もより一層の自己改革に取り

組んでまいります。 

農機具レンタルの実施 

サツマイモ部会を設立 

ライススクール・食育活動 

JA富士宮 

「う宮～な」では、増床工事を行い、通路幅の確保や、

レジ配置の工夫に努め、混雑緩和とスムーズな移動・

買物利用を図りました。また、土日限定の「鮮魚出張

販売」を「鮮魚コーナー」として常設化。毎日新鮮な

海産物や加工品を充実させ、農産物と食肉・鮮魚がそ

ろうワンストップの直売所として食の魅力を発信して

いきます。 

生産指導課では、堆肥散布機や、野菜苗

定植機などの農機具のレンタルを行って 
います。機械購

入時の試用や、

農産物生産の補

助としてご利用

いただいており

ます。    

農業に触れる機会の創出と地域貢献活動

を目的に、地元小学生や一般市民を対象

に「ライススクール」を開催しています。 

 

 

毎年50人を超える

方が参加。田植え

から餅つきまでを

体験していただき、

農業の魅力を伝え

ています。 

 

 

地元で古くから栽培されている作物のブラ

ンド化と、生産者所得の向上を目的に、

「さつまいも部会」を設立しました。 

 同年度より共販出 

荷を開始、試験的に 

海外輸出も行い、現 

地から高い評価を頂 

きました。 

 

 

買物客で賑わう増床後の「う宮～な」 

レンタル用野菜定植機（１条植） ライススクールでの田植え 

サツマイモの出荷目揃え会 



葬祭会館「おもいやり」にて収
容人数15名程度の小型ホールを
2部屋改修し、利便性の向上に
努めました。

肥料農薬合せて46品目で価格引
き下げを実施しました。また、
全農新規銘柄（14-14-14）を
販売し、他店に負けない価格体
制としました。

経済渉外担当者による土壌診断
結果に基づく適正な施肥設計の
提案を実施し、供給高の増加に
繋げました。

経済渉外担当者が、資産相談部
署と連携し、複合的な経営指導
体制を確立しました。

ＳＮＳの活用による外部広報を
充実させ、若年層へのＰＲに努
めました。

ホームページをリニューアル
し、う宮～なコーナーを充実、
訃報の連絡を掲載することと
し、タイムリーな情報提供に努
めました。

堆肥散布機や野菜定植機・マル
チ管理機などを配備し、経済利
用契約者やＦＭ出荷者に対して
貸出しを行いました。貸出件数
は４２件ありました。

野菜定植機（２条植え用）を新
たにラインナップし、継続的に
貸出しを行いました。貸出件数
は４６件ありました。

サツマイモ部会の設立準備を行
いました。また試験的にマレー
シアへ500kg輸出しました。

新たにサツマイモ部会を30名で
設立し、共販体制を確立しまし
た。また、継続的に試験輸出を
行いました。（マレーシア
500kg・台湾500kg）

ファーマーズマーケット「う宮
～な」にて交通系電子マネーの
利用や、ＷＡＯＮチャージ機を
設置し、利便性の向上に努めま
した。

98,220千円の経営資源を投入
し、売場面積を拡大、新たに鮮
魚コーナーを設置。また、買物
通路を広くし、利便性の向上に
努めました。

各支店で地区運営委員会を中心
に一支店一協同活動を実施し、
地域サービスに努めました

職員や組合員主導による農業振
興イベント「第１回農協まつ
り」を開催。生産者の意欲向上
と地域へのサービスに努め、約
4000人の来場者を集めました。
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水稲苗や、肥料・農薬のイン
ターネット注文を試験的に開始
し、次世代組合員への対応を強
化しました。

購買事業にて、肥料農薬合せて
34品目で価格引き下げを実施
し、利用しやすい資材供給に努
めました。

経済渉外担当者による土壌診断
結果に基づく適正な施肥設計の
提案を実施しました。部会組織
での対応も行いました。

経済渉外担当者を４名配備し、
既存取引先への訪問活動、新規
取引先の開拓により、肥料供給
量が10t以上増加しました。
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ＪＡふじのみや 自己改革の取組みと成果 

富士宮農業協同組合 

〒418-0007 静岡県富士宮市外神東町117番地 


